
匹
○
三

月
の

行
事

日
　

曜
日
　
干
　
支
　

九
星

１
日

金
ｇ
ヒ
ご

リ
四
緑

２
日

土
っ
ち
？
い
心

五
黄

三
月

朔
＝

朔
月
の
こ
と
で
、

（大）

弥や
よ

生い

行

奈
良
東
大
寺
二

月
堂
修
二

春
の

全
国

火
災

予
防

運
動

３
日

日
っ

ち
宕

ゐ
六

白
ひ
な
祭
．

４
日

月
か
？
　

ね
七
赤

耳
の
日
、

三
隣
亡
、

事

新
潟
浦
佐
押
合
祭
、

不
成

就
日

５
日

火
お
ご
う
し
八

白
一

粒
万
倍
日

６
日

水
そ
召
枩
ら
九

紫
啓
蟄
六
時
一

〇
分
、
三

隣
亡
、
一

粒
万

倍
日

７
日

水
そ
つ
？

う
一

白
●
朔
一

時
○

四
分

、
消
防
記

念
日
　
旧
二

月
小

８
日

金
あ
え
た
っ
二

黒
国
際
婦
人
デ
ー
、

二
日
灸
、

不
成
就
日

９
日

土
き
宕
　

亡
二

碧
茨
城
鹿

島
神
宮
祭
頭
祭

１
０

日
日

呂
で

昌
こ
前
Ｌ

鴇
鬩
翳
龍
前
門
…
皙

１
１

日
月

尽
以
つ
に

五
黄

１
２

日
火

つ
あ

え
念

六
白

奈
良
東
大
寺
二

月
堂

お
水
取
り

１
３

日
水
っ
ち

？
ヒ
リ
七

赤
奈
良
春
日
大
社
祭
、
一

粒
万
倍
日

１
４

日
木

岑
ズ
．
這

八
白
　
上
弦

一
九

時
二

七
分
ヽ
旧旧
針こ
倶と
養始
め
、

１
５

日
金

お
ヒ
　

ふ
九

紫
京
都
嵯

峨
釈

迦
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お
松
明
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６

日
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日
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１
８
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あ
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三
碧

箔
入
り
二
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翳
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五
足
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１
９

日
火
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０
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物
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２
２
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祚
Ｎ
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放
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２
３

日
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っ
あ

谷
っ

し
八

白
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気
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デ
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２
４

日
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お
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念
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紫
復
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彼
岸
明
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庚
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不
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ｇ
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三
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ｇ
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三

月
の

行
事

一
粒
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新
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を
指
す
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干
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二
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Ｉ
一
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１
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８
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１
．
１
１

月
で
、
気

温
だ
け
で
な
く
、
天
候

２
も
激
し

い
変

わ
り
方
を
す
る
。
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春
ら
し
い

陽
気
の
日

が
あ
る

と
思

う
と

、
急

に
真

冬
に

立
ち

返
っ

た
よ

う
な

寒
い

日
も

あ
る

関
西
で
は

、
十
二
日

の
奈
良
の

お
水
取
り

が
終

わ
ら

な
い

と
春

が
や

っ
て

来
な
い
、

と
言

い
伝
え

ら
れ
、
一

方
、

暑
さ

寒
さ

も
彼

岸
ま

で
と

言
う

こ
と

わ
ざ

の
あ

る
の
が
、

気
温
の
不
安
定
さ
を

物
語

っ
て

い
る

よ
う

で
あ
る
。

【
冠

】
三

月
三

日
は

「
桃

の
節

句
」

で
あ
る
。

も
と

も
と

「
上

巳
の

節
句

」
と

い
っ

た
も
の

で
、

こ
れ

が
桃

の
節
句
や

、
雛

の
節
句
と

い
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

の
は

江
戸

中
期

以
降

ら
し

く
、

現
在
の
よ

う
に

立
派

で
雛

段
の

形
式
に
な

っ
た

の
は

近
年

に
な

っ
て

か
ら

で
あ
る
。

女
の

子
が

初
め

て
迎

え
る

桃
の

節
句

を
「
初
節
句
」

と
い
い
、

雛
人

形
を
飾
っ

て
そ

の
子

の
将
来
を

祝
う
。
内
裏
雛
（
だ

い
り
び
な
）

が
、

雛
人
形
の

典
型
に
な

っ
た

の
は

、
幼

女
が

成
長

し
て

、
よ

い
結
婚
生
活
を
送
る

よ
う
に
願

う
心

の
現

れ
で

あ
ろ
う
。

１
　

－
『

ｌ
ｗ
　
１

２
０
　

【
祭

】
奈

良
東

大
寺

の
二

月
堂

１５．０６　１４．

－

３． ００

１６１９

９． ０６

２３　 ４． ３９

【
婚

一
婚

社
の

最
も

多
い

月
の

ひ
と

つ
で

あ
る

。
こ

と
に

大
安

の
日

と
な

れ
ば

、
式

場
は

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
完

全
に

う
ま

っ
て

い
る

と
い
う
。

誰
し

も
が

よ
い

日
を

選
ぶ

の
は

当
然

で
あ
る

が
、

婚
礼

は
本

人
同

士
の

誓
い

を
中
心
に
近
親
の
承
認
と
祝
福

を
得

れ
ば

十
分

。
結

婚
披

露
宴

は
、

大
宴
を
張
る
よ

り
も

時
間

内
に

ム
ー

ド
を

盛
り

上
げ

る
よ

う
工

夫
し
よ
う
。

【
葬

】
彼
岸
入
り
か
ら
彼
岸
明

け
ま

で
の

「
春

分
」

を
中

心
に

し
た

七
日

間
は

春
の

お
彼
岸
で

あ
る

。
真
吾
に

太
陽

が
没

す
る

こ
の

期
間

、
西

方
に

浄
土

が
あ

る
と

い
う

仏
教

の
教

え
か
ら
、

無
欲

悟
道

の
対

岸
の

域
に

一
番

近
い

日
と

さ
れ

、
死

者
の

冥
福

を
祈
り
、

仏
供
養
、

墓
参

り
な

ど
を
す
る
。

１８
．
１
　

春
分
、
秋

分
に

最
も

近
い
つ

”
　

大
八
　

Ｉ
八

．
＿

ａ
　

ｍ
阿

１
．

＿
｜
　

．
”

９． ４０

で
は

、
十

三
日

米
明

に
堂

前
の

若
狭
井
の

水
を
汲
ん

で
加
持
を

行
う

。
こ

れ
は

厳
し

い
戒

律
の

も
と

に
千
数
百
年
に

わ
た

っ
て

続
け

ら
れ

て
い

る
わ

が
国

有
数

の
重

要
行
事
で

あ
る
。

ち
の

え
の

日
を

「
社

日
」

と
い

い
、

農
耕

の
神

を
祭
る
。

社
日

の
社
は
「

示
」

と
「

土
」

か
ら

成
り

立
ち
、
土

の
神

の
意

味
で

あ
る
。
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友
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．
０
９

７
．
３
７

４
．
１
３

４
．
２
７

４
．
２
０

１
　
１

艾
佛
滅
？

才
華

母
倉
６
．
０
８

７
．
３
８

１

苴
大
安
ヒ

づ
觜

月
ビ

く
６．
０７
７．３
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．
０
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友
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．
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先
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．
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．
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６

１
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十
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お
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お
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十
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才
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．
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０
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十
二

先
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号
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つ
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月
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十
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友
引

た
つ

尾
く
ゑ
日

５
．
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十
四

先
負

冫
く
箕

２
１

日
水
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こ
ハ

ａ
ＯＬ蔓］
彗

晶
％

詰
評
註
卜
葭
会
十
五

豐
で

つ
斗

十
儿

十
六

大
安
心
い

ら
牛

神
よ

し
５．４３
７．５
４

１

１
５

十
七

赤
口

さ
だ

ん
女

神
よ

し
５．４
７
．
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１

０
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１
８

十
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う
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．
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日
水
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Ｊ

㈲
　
莫
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靆
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擂
荒
一
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≒
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こ
家
利
休
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大
安

々
え
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こ
回

３
０
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せ
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赤
口
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ら
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婁
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お

ん
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１．
２

１
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勝
ご

づ
胃

天
お

ん
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０
１
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廿
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友
引

た
っ

昴
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お
ん
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８．０
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３
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１
　

１
　

１
　
２

Ｏ
　上
弦
＝
上

弦
の

月
を
指
す


